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の 8つである．表 1に，「返り点有無の情報」を用いた場合 (素
性有り)と用いなかった場合 (素性無し)の結果を示す．
表 1 返り点有無の情報を用いた返り点推定の結果
文章正解数 / 文章数 精度 (％)
韻文 (素性無し) 126 / 410 30.7
韻文 (素性有り) 361 / 410 88.0
散文 (素性無し) 128 / 424 30.2






















×正解数 F値 ○正解数 F値
韻文 (CRF) 1270/1477 87.1 396/565 67.8
韻文 (ユニグラム) 1375/1477 85.9 218/565 49.3
韻文 (バイグラム) 1298/1477 84.4 265/565 52.5
散文 (CRF) 2165/2338 89.4 624/966 70.8
散文 (ユニグラム) 2141/2338 86.7 504/966 60.5
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